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の成功例やマーケットとの相関性など
をわかりやすく紹介した。調和よりも
スピードと実行が重要であることや、
失敗の数が成功を左右するなど、起業
家にとって必要なポイントを説明され
た。

講演の最後に質疑応答があり、教員
や大学院生から活発な質問があり、関
心の高さが伺えた。

去る3月25日（月）、ハイテク・リサー
チ・センターにおいて、第5回FDフォー
ラムが約 55 人の参加者を得て開かれ
た。今回のフォーラムは、『Webの教育
への活用と電子化支援』というテーマ
に基づくものであり、｢学術情報セン
ターにおける支援環境の現状と今後の
方針｣（水島章次・学術情報センター長・
教授）、｢教材の電子化支援と活用へのサ
ポート体制｣（杉山恵子・教育技術員）、
｢授業録画と電子化教材｣（竹森一正・経
営情報学部教授）と題する基調報告が
それぞれ行われた。
水島センター長は、教材の電子化や
授業作りにWeb を活用することのメ
リットと現状を報告し、これまで情報
化推進委員会による調査を行い、1998
年 9月から教育用Webサーバの暫定運
用を開始したこと、2001年の夏期には
Webサーバをさらに強化してきた経緯
などを紹介した。そして水島センター
長は、平成 10 年後期より教育用Web
サーバを活用した授業科目の変遷を資
料として提示し、利用科目数は漸次増
えている状況にあるものの、ダイヤル
アップ回線の運用、可搬型カードリー
ダの利用、学科・研究室紹介Webサイ
トの整備、学生用Webサーバの公開な
どの課題と取り組む必要があると、今
後の問題を提起した。
続いて、杉山教育技術員は、教材の電
子化を支援する具体的なプロセスを説
明し、学術情報センターの支援として、

中部大学ベンチャー・マネジメント
スクール（VMS）はMITエンタープラ
イズフォーラム・ジャパンの共催を得
て8月5日から5日間、名古屋キャンパ
スを会場とした「夏季プログラム」の開
催を予定。参加者の募集を始めている。
それによると「ベンチャー戦略コース」
「エグゼクティブコース」の2コースが
予定され、定員はそれぞれ20人、受講
料は10万円となっている。
2つのコースとも、これからの企業に
不可欠なキャッシュフロー経営などの
基礎知識・技能を習得し、業務改革を起
案できる能力を身につけ、技術開発・製
品開発の事例研究を通して新規事業創
出に必要とされる能力を養う。コース
の詳細は次の通り。
● ベンチャー戦略コース
起業経験者を主な講師とする「ベン
チャー戦略コース」新事業の設立に
伴う様々のスキルが身に付くだけで
なく、バイオ・ITの最先端技術に触れ
ることができる。
・新事業のスタートアップ：6単位
ビジネスモデル、政府資金の獲得、
知的所有権の確保、ほか。

・経営革新と経営実務：6単位
ベンチャー企業金融・上場、産学提
携の新規事業、経営情報システム、
リーダーシップ。

・特別講演：8単位
米国マサチューセッツ工科大学
ファカルティ等による特別講演、
IT・バイオ等の最新技術 。

 ●エグゼクティブコース

経営実務だけでなく企業経営の基
礎であるファンダメンタルズが学
べる「エグゼクティブコース」

・ファンダメンタルズ：8単位
経営戦略、キャッシュフロー会計、
マーケティング、組織マネジメン
ト、アジア経済。

・経営革新と経営実務：8単位
国際特許・ビジネス特許、ベン
チャー企業金融・上場、産学提携の
新規事業、ビジネスモデル・新規事
業立ち上げ、経営情報システム、
リーダーシップ。

・特別講演：2単位
米国マサチューセッツ工科大学
ファカルティ等による特別講演、
起業経験者の講演。

VMSセンター主催の講演会「Critical
Success Factors in Technology-based
Entrepreneurship」が4月20日（土）11
時よりリサーチセンター2階大会議室
で行われ、教職員をはじめ大学院の学
生ら約80人が参加した。
講演に先立ち、VMSセンター長でも
ある飯吉厚夫学長から前日行われた
「ベンチャー・マネジメントスクール設
立記念フォーラム」の報告を兼ねたあ
いさつがあった。
引き続き行われた講演会では、前日
のフォーラムのために来日していた米・
MITアントレプレナーシップセンター
所長のケネス P.モース氏が、自己の経
験、分析、研究をもとにユーモアを交え
ながら約1時間にわたり、スライドを用
い、通訳を介してベンチャービジネス

第12回日韓親善ハンドボール定期戦で参加者全員が記念撮影

中部大学VMSが夏季プログラム
受講者募集を開始

VMSセンター主催講演会で
ケネス P.モース氏が講演

講演するモース氏

第5回FDフォーラム開催される
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の、結局16－ 20で敗れた。
第2試合は翌19日に行われ、1時30分
からセレモニー、2時に試合開始。この
試合も第1試合の雪辱はならず17－21
で敗れた。18日5時30分からは歓迎レ
セプションがキャンパスプラザ3階の
スチューデントホールで開かれ、両校
選手は身振り手振りで友好を深めてい
た。

本学が地域への大学開放の一環とし
た「オープンカレッジ（聴講生）制度」
がこの春からスタートした。今年度前
期の聴講生は38人で、複数の科目を受
講する聴講生もいて、延べ人数では47
人となっている。

開講科目は 30 科目として案内した
が、理工系科目より人文・社会系の科目
に人気が集中し、最終的に17科目にわ
たって聴講されている。今後はこうし
た開放科目を増やしていけば、より多
様な地域社会のニーズにも応えること
ができるのではないかと思われる。
エクステンションセンター

担当課長　水谷和彦

環境生物科学科の谷山鉄郎教授が
Asahi Eco Forum 2002でパネリストの一
人として出席、意見を述べた。
Asahi Eco Forum 2002は「水が育む生
命」をテーマに朝日新聞社、（財）森林
文化協会が主催し、環境省、経済産業省
などが後援、中部大学、NTTドコモ東
海、トヨタ自動車などが協賛して、3月
22 日午後、名古屋市中区のナディア
パーク・デザインホールで開かれ、あら
かじめ入場を予約した400 人余りの市
民が聴講した。
Asahi Eco Forum 2002では基調講演と
パネルディスカッションが開かれ、基
調講演は映画監督の龍村仁氏が「生命

体としての地球」をテーマに、地球交響
曲（ガイアシンフォニー）を第4番まで
制作した中で、出会い取材をした人々
の生き方、主張などを紹介した。
パネルディスカッションでは谷山鉄
郎教授、淑徳大学の北野大教授、環境
省・環境カウンセラーの石澤清史氏が、
朝日新聞論説委員の渡辺斉氏の司会で
「人と水のかかわり～今、私たちに出来
ることは？～」をテーマに意見交換を
繰り広げた。
この中で谷山教授は、世界的な
フィールドワークの経験をもとに、天
からのもらい水のお陰で稲作文化を築
いてきた日本という国は、水と緑に恵
まれた心の安らぎの得られる国で、世
界を探してもこんな国はないことを先
ず紹介した。そして今後の課題として
もらい公害としての酸性雨を取り上げ
国際的な環境対策の必要性を強調した。
なお、フォーラムの詳細は4月29日
朝日新聞朝刊で紹介された。

「中部大学Presents 特別試写会」とい
う映画の試写会が3月19日夜、名古屋
テレビ放送・朝日新聞社の主催、中部大
学が協賛して名古屋市芸術創造セン
ターで開かれた。上映された映画は『ブ
ラックホーク・ダウン』。1993年10月の
アメリカ軍特殊部隊による東アフリカ・
ソマリアの首都モガディシオに対する
侵攻作戦を描いたもの。作戦は当初1時
間で終わるとされたが、ブラックホー

汎用的なテンプレートの提供、講習会
の実施、加工作業のサポートなどを保
証することができると述べ、授業形態
に応じたWebページを作成し、教材の
電子化に取り組むことの重要性を呼び
かけた。

さらに、竹森教授は、担当科目である
｢原価計算論｣において、練習問題の計
算過程の解説を録画し、Webページに
公開している様子を紹介した。とくに、
試験時にWebページで学生と対応する
実例、試験結果の開示を利用する方法
などは、学生の勉強や生活上の動機付
けに対して、竹森教授の斬新な工夫が
見られたため、フォーラム参加者の興
味や関心を呼んだ。
報告の後に活発な討論が行われ、勉
学への動機付けや教育効果をあげるた
めに、Webの利用と教材の電子化を図
る必要性があるという意見が多く出さ
れた。しかし並行して、人間的な指導や
顔の見える教育も、看過すべきではな
いという意見も多く出された。

  国際文化学科・教授　河内信幸

大学と姉妹校関係にある韓国の圓光大
学校ハンドボール部を迎えて日韓大学
親善ハンドボール定期戦が2月18，19の
両日、大学のサブアリーナで行われた。
18 日午後 3 時からは歓迎のセレモ
ニーが行われ、両校選手団を前に山田
公夫学生部長が開会を宣言。飯吉厚夫
学長が歓迎の言葉を述べた後、圓光大
学校の曹忠鉉団長が答辞をを読み上げ
た。この後、役員・選手紹介、ペナント
交換、両校団長への花束贈呈などが行
われた。
第1試合開始のホイッスルは3時30分
に吹かれ、ボールが主審の手から選手
の手に渡った。試合は今年も圓光大学
校のペースで進み、大学のハンドボー
ル部も随所に良いプレーは見せたもの

谷山教授パネラーとして意見発表
Asahi Eco Forum 2002で

第12回日韓大学親善
ハンドボール定期戦 大学で開催

本学協賛の映画試写会賑わう
長島国際関係学部長らが対談も

FDフォーラム会場風景

発言する谷山教授（右）

意見交換する長島教授（右）

オープンカレッジ2002開講

8人が受講する心理学概論Ⅰ




